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表４ 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ（Aコースの例） 

学習・教育 
到達目標 

授  業  科  目  名 
1 年 2 年 3 年 4 年 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（A） 

A-1 

  

◎知能ｼｽﾃﾑ入門 

 

  

 

 

 

 

◎総合科目      

（社会人入門特別講義） 

 

 

 

    

A-2 
  ◎技術者倫理       

（B） 

B-1 
◎物理（力と運動） ○物理（電気と磁気） 

◎工業力学 

 

 

○現代物理学 

 

  

 

 

 

 

B-2 

◎数学（微分積分 I） 

◎線形代数 I 

 

○数学（微分積分 II） 

○線形代数 II 

○数理統計 A 

◎応用数学 I 

◎数学解析 I 

○数学演習 

○応用数学 II 

○数学解析 II 

 

    

◎総合科目（環境・政策系科目） 

◎卒業研究 

※2017 年入学は「電磁気学概論」 

※2016 年入学まで 

※2016 年入学まで 

◎ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化と人間社会 

◎ﾋｭｰﾏﾆﾃｨｰｽﾞ or 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ＆ｱｰﾄ 

◎異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

◎ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ 

 

※2017 年入学 

※2017 年入学は

「科学と倫理 B」 

※2017 年入学は 
「多変数の微積分学」 

※2017 年入学は 
「微積分学」 

※2017 年入学 

◎自然・環境と人間 

◎ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化と人間社会 

◎ﾋｭｰﾏﾆﾃｨｰｽﾞ or 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ＆ｱｰﾄ 

◎異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

◎自然・環境と人間 

※2017 年入学 
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学習・教育 
目標 

授  業  科  目  名 

1 年 2 年 3 年 4 年 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（C） 

C-1 

  

 

 

 

 

 

◎電気工学概論 ◎電子工学概論 

◎機械力学 

 

◎ｱｸﾁｭｴｰﾀ 

◎ｾﾝｻ工学 

◎制御工学 I 

 

 

◎制御工学 II  

 

 

 

 

 

 

C-2 

 

 

 

 

 

 

◎材料力学 

 

 

 

◎生産加工学 

◎設計製図 

 

◎機械設計学 

 

 

◎機能材料学 

 

  

C-3 

◎ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ I 

 

◎ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ II 

 

◎ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ数学 

◎ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習 I 

◎ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造 

◎ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習 II 
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C-4 

  ◎ｼｽﾃﾑのﾓﾃﾞﾙ化 ◎数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ◎知的情報処理 I 

◎知的情報処理演習 I 

◎幾何情報処理 

◎知的情報処理 II 

◎知的情報処理演習 II 

 

  

C-5 

    ◎ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御 

◎ﾃﾞｼﾞﾀﾙ製造 

◎ｼｽﾃﾑの最適化 

◎ﾏｲｸﾛﾅﾉｼｽﾃﾑ  

○熱流体工学  

◎弾塑性計算力学 

◎ﾛﾎﾞｯﾄ工学  

◎ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ情報処理 

◎応用ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ 

◎複雑ﾒｶｼｽﾃﾑ  

◎応用情報ｼｽﾃﾑ  
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学習・教育 
目標 

授  業  科  目  名 
1 年 2 年 3 年 4 年 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（D） 

D-1 ◎異文化コミュニ

ケーション 

 ◎技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

 

 

 

    

D-2 ◎教養・情報関連 

(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ) 

 ◎主題別ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

 

 

    

D-3 ◎外国語科目群 ◎外国語科目群 ◎外国語科目群 

 

◎外国語科目群 

    

（E） E-1 
◎大学入門ゼミ  ◎主題別ｾﾞﾐﾅｰﾙ  ◎知能ｼｽﾃﾑ工学実験 I 

○ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

◎知能ｼｽﾃﾑ工学実験 II 

 

  

 

◎卒業研究 

◎卒業研究 

※2017 年入学は「大学

入門ゼミ」（1 年前期） 

※2017 年入学は

基盤教育科目「情

報リテラシー」 

◎卒業研究 
※2017 年入学 

※2017 年入学は「プラクティカルイングリッシュ」 

 
※2017 年入学 

※2016 年入学まで 


